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月ガンマ線観測データの分析のための校正を目的として、月模擬土壌（シミュラント）に

JRR-3 の熱中性子ビームを照射し、PGA にて取得した即発ガンマ線エネルギースペクトルを

使って、月ガンマ線観測データ分析のためのシミュレーションの評価を行う。 
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１．目的 

 2007 年 9 月 14 日に打ち上げられた月探査機かぐや（SELENE）にはガンマ線分光計GRSA) が

搭載されている。SELENE/GRSの観測データから月物質の化学組成を詳細に求めるためには、

モンテカルロシミュレーションによる計算結果と比較することが重要である。そのためには、

あらかじめ組成の分かっている物質への熱中性子ビーム照射実験の実験結果によってモン

テカルロシミュレーションの計算コードおよび核データの妥当性を評価する必要がある。

JRR-3 のPGAで得られる良質の熱中性子ビームを使って、SELENE/GRSの観測データの分析のた

めに開発されているGEANT4 によるモンテカルロシミュレーションコードの評価を行うこと

が本研究の目的である。 

 

２．方法 

① アポロ計画によるサンプルリターン試料をもとに、シミュラントの製作をする。 

② 惑星を構成する主要な物質について、標準物質の即発ガンマ線データを分析する。 

③ JRR-3 にてシミュラントに熱中性子ビームを照射し、即発ガンマ線エネルギースペクト

ルを取得する。 

④ これまでに取得した標準物質からの即発ガンマ線で校正したデータを基に、JRR-3 の即

発ガンマ線分析装置（PGA）を含めたモンテカルロシミュレーションを行い、シミュラ

ントからの熱中性子捕獲反応によるガンマ線発生を順問題として計算する。 

計算と実際の測定データに齟齬があれば、②、③に戻って④を繰り返す。 

 

３．研究成果

 シミュラントは、JAXA・SELENEプロジェクトで製作されたものを使用したB)。JRR-3 のPGA

を利用させて頂き、3 種類の異なる組成を持つシミュラント（No.15-C、No.19、No.21）から

放出された即発ガンマ線のエネルギースペクトルを得た。それぞれの即発ガンマ線のエネル

ギースペクトルを取得した。JRR-3 にて得られた実験データによってGEANT4 によるシミュレ

ーション計算の評価を行った。 

 

４．結論・考察 

 JRR-3 の実験データによるシミュレーション計算の評価の結果として、熱中性子による捕獲ガン

マ線の発生については、モンテカルロシミュレーションによって再現できていることが確認できた。

今後評価された計算コードを使って SELENE/GRS の観測データの分析を行う予定である。 
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